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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衣類を収容するドラムと、
　前記ドラムの周側部に設けられているバッフルと、
　前記ドラムを回転駆動するドラム駆動装置と、
　前記ドラムの内部に温風を供給する温風供給装置とを具備し、
　前記ドラムを回転させつつ、該ドラムの内部に温風を供給して衣類を乾燥させる乾燥運
転を行うようにしたものにおいて、
　前記乾燥運転時に、前記ドラムを、遠心力が地球の重力加速度未満となる速度で１回転
未満の正転と１回転未満の逆転とを繰返すモードと、１回転以上の回転をするモードとを
交互に実行し、衣類を前記バッフルによって前記ドラムの上部まで持ち上げてから落下さ
せつつ乾燥させるようにしたことを特徴とする衣類乾燥機。
【請求項２】
　遠心力が地球の重力加速度未満となる速度で１回転未満の正転と１回転未満の逆転とを
繰返すモードと、１回転以上の回転をするモードとを交互に実行するのを、乾燥運転の所
定の段階から開始するようにしたことを特徴とする請求項１記載の衣類乾燥機。
【請求項３】
　乾燥運転の所定の段階を、衣類の乾燥の進行度合で定めたことを特徴とする請求項２記
載の衣類乾燥機。
【請求項４】
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　遠心力が地球の重力加速度未満となる速度で１回転未満の正転と１回転未満の逆転とを
繰返すモードと、１回転以上の回転をするモードとを交互に実行するのを、乾燥運転の終
了間際の所定の段階までとしたことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の
衣類乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は衣類乾燥機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、衣類乾燥機においては、ドラムの内部に衣類が収容され、この状態で、ドラ
ムを連続的に回転させることにより、衣類をドラム内の上部に持ち上げてから落下させる
ということを繰返して撹拌し、それと同時にドラムの内部に温風を供給することにより、
衣類を乾燥させるようになっている。
　このような衣類乾燥機における問題点としては、上述のような衣類の撹拌が続けられる
ことで、衣類が相互に絡んでその絡み度合を増し、それによって衣類に深いしわが発生し
やすく、特にシャツの袖の部分に深いしわが発生しやすい点がある。
【０００３】
　そこで、その問題点を解決すべく、ドラムをほゞ１／４回転からほゞ１／２回転程度回
転させる回転を正転と逆転とで交互に繰返すモードを設定し、乾燥運転時に、そのモード
を実行するようにすることが考えられている（例えば特許文献１参照）。
　このものでは、衣類の絡みが少なくなり、深いしわが発生することが避けられる。しか
しながら一方、衣類の伸びが少なくなって、温風と衣類との接触が少なくなることにより
、乾燥効率が低下し、乾燥終了までの時間が長くかかるようになる。又、深いしわの発生
は避けられるものの、小さなしわが発生する。その上、温風と衣類との接触が少なくなる
ことにより、乾燥むらを発生するようにもなる。
【０００４】
　それに対して、上記同様にドラムをほゞ１／４回転からほゞ１／２回転程度回転させる
回転を正転と逆転とで交互に繰返すモードを設定したもので、それをドラムの１回転以上
の回転をするモードと交互に実行するようにすることが考えられている（例えば特許文献
２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１９４２５８号公報
【特許文献２】特開２００８－１９４２５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように、ドラムをほゞ１／４回転からほゞ１／２回転程度回転させる回転を正転
と逆転とで交互に繰返すモードを設定したもので、それをドラムの１回転以上の回転をす
るモードと交互に実行するものでは、そのドラムの１回転以上の回転をするモードを実行
する分、衣類の伸びが多くなって、温風と衣類との接触が多くなることにより、乾燥効率
が良くなり、乾燥終了までの時間が短く済むようになる。又、衣類の伸びが多くなること
により、小さなしわの発生を防止できるようになる。更に、温風と衣類との接触が多くな
ることにより、乾燥むらの発生も少なくなる。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１、２に記載のものは、いずれも、ドラムをほゞ１／４回転か
らほゞ１／２回転程度回転させることを繰返すモードでのドラムの回転速度が、衣類をド
ラムの内周面に貼り付かせる速度であり、そのために、そのモードでドラムを回転させる
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ときのドラムの内周面への衣類の貼り付き、特には広げられないままの衣類の貼り付きに
よって、衣類には相応のしわが付くことが避けられない。ために、衣類にしわが発生しや
すいという問題点を充分に解決することができないものであった。
【０００８】
　そこで、乾燥効率が良く、乾燥むらの発生も少なくできる上に、衣類にしわが発生しや
すいという問題点を充分に解決することのできる衣類乾燥機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本実施形態の衣類乾燥機は、衣類を収容するドラムと、前記ドラムの周側部に設けられ
ているバッフルと、前記ドラムを回転駆動するドラム駆動装置と、前記ドラムの内部に温
風を供給する温風供給装置とを具備し、前記ドラムを回転させつつ、該ドラムの内部に温
風を供給して衣類を乾燥させる乾燥運転を行うようにしたものにおいて、前記乾燥運転時
に、前記ドラムを、遠心力が地球の重力加速度未満となる速度で１回転未満の正転と１回
転未満の逆転とを繰返すモードと、１回転以上の回転をするモードとを交互に実行し、衣
類を前記バッフルによって前記ドラムの上部まで持ち上げてから落下させつつ乾燥させる
ようにしたことを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施形態の乾燥行程におけるドラムの回転モードの変化を示すタイムチャ
ート
【図２】基台から機内構造の、後方からの斜視図
【図３】機内構造の概略縦断側面図
【図４】通風路と併せたヒートポンプの概略構成図
【図５】モードＡにおける衣類の動きを示すドラム部分の概略縦断正面図
【図６】モードＢにおける衣類の動きを示すドラム部分の概略縦断正面図
【図７】モードＡ，Ｂによるほぐし効果と伸ばし効果を示す図
【図８】モードＡ，Ｂによる乾燥効果を示す図
【図９】第２の実施形態の乾燥行程におけるドラムの回転モードの変化を示すタイムチャ
ート
【図１０】第３の実施形態を示す図９相当図
【図１１】衣類の絡みやすさを乾燥度合の違いで示す図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、ドラム式洗濯乾燥機に適用した第１の実施形態につき、図１ないし図８を参照し
て説明する。
　まず、図２には、ドラム式洗濯乾燥機の基台１から機内構造２を示しており、基台１に
は、図示しない外箱が結合され、機内構造２を覆うようになっている。機内構造２は、図
３にも示すように、水槽３を主体としている。なお、図３は、機内構造２を概略的に示し
ている。水槽３は、軸方向が前後の横軸円筒状を成すものであり、それを左右一対（図２
に一方のみ示す）のサスペンション４により、この場合、前上がり（図で左上がり）の傾
斜状に弾性支持している。
【００１２】
　水槽３の背部には、モータ５を取付けている。モータ５は、この場合、例えば直流のブ
ラシレスモータであって、アウターロータ形であり、図示しない回転軸を水槽３の内部に
挿入している。
【００１３】
　水槽３の内部には、図３に示すドラム６を収容している。このドラム６も軸方向が前後
の横軸円筒状を成すもので、それを後部の中心部で上記モータ５の回転軸の先端部に取付
けることにより、水槽３と同軸の前上がりの傾斜状に支持している。この結果、ドラム６
はモータ５により直に回転されるようになっており、従って、ドラム６は回転槽であり、
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水槽３はドラム６を収容した外槽であって、モータ５はドラム６を回転させるドラム駆動
装置として機能するようになっている。
【００１４】
　なお、ドラム６の周側部（胴部）には、脱水及び通風用の小孔を図示しないが全域にわ
たって多数形成すると共に、図５及び図６に示す衣類掻き上げ用のバッフル６ａを複数（
図示例は３個）ほゞ均等間隔置きに設けている。
　このほか、水槽３については、これも図示しないが、水槽３の内部からドラム６の内部
に給水する給水弁を初めとする給水装置と、ドラム６から水槽３内の水を外部に排出する
排水弁を初めとする排水装置を設けている。
【００１５】
　一方、水槽３の後方である外箱内の後下部には、図２及び図３に示すヒートポンプユニ
ット９を送風ファン１０と共に配置している。ヒートポンプユニット９は、ユニットケー
ス１１の内部に、図４に示すアキュムレータ１２を併設した圧縮機１３と、凝縮器１４、
絞り器である絞り弁１５、及び蒸発器１６を配設して成るもので、それらを図４に示す順
に接続することによって、ヒートポンプ（冷凍サイクル）１７を構成している。なお、ヒ
ートポンプ１７には冷媒を封入しており、又、ユニットケース１１内では、詳しくは図示
しないが、凝縮器１４及び蒸発器１６を通る風路と、圧縮機１３及び絞り弁１５を配置し
たスペースとを仕切壁により隔てている。
【００１６】
　ユニットケース１１の図２及び図３で左側端部の上部には、上記凝縮器１４及び蒸発器
１６を通る風路に連なる入気口１８を形成しており、この入気口１８には、水槽３につい
ての排気ダクト１９を接続している。排気ダクト１９は、第１の排気ダクトである上部排
気ダクト１９ａと、第２の排気ダクトである後部排気ダクト１９ｂとから成るものであり
、そのうちの後部排気ダクト１９ｂを水槽３の背部に上下方向に指向させて配設し、その
下端部を上記ユニットケース１１の入気口１８に接続している。
【００１７】
　上部排気ダクト１９ａは、水槽３の外周部中の上部に前後の軸方向に指向させて配設し
ており、その後端部に上記後部排気ダクト１９ｂの上端部を接続している。上部排気ダク
ト１９ａの前部には、上方へ開放するフィルタ収納部２０を設けており、このフィルタ収
納部２０に図３に示すフィルタ２１を収納し、もっぱら衣類から散出する糸くずを捕獲す
るようになっている。上部排気ダクト１９ａの前端部は、図２に示す蛇腹状のダクト継手
２２を介して、水槽３の上部の前部に形成した排気口２３に接続している。
【００１８】
　送風ファン１０は、図３に示すケーシング１０ａの内部に送風羽根１０ｂを配設し、こ
の送風羽根１０ｂを回転駆動するモータ１０ｃを図４に示すようにケーシング１０ａの外
部に配設して成るもので、ケーシング１０ａをユニットケース１１の図２で右側部に配置
して、該ケーシング１０ａの入口部（図示せず）をユニットケース１１の前記凝縮器１４
及び蒸発器１６を通る風路の出口部（図示せず）と連通させている。又、ケーシング１０
ａは出口部１０ｄを上部に有しており、その出口部１０ｄを、蛇腹状のダクト継手２４を
介して、給気ダクト２５の下端部に接続している。
【００１９】
　給気ダクト２５は水槽３の背部に配設しており、それに対して、水槽３の後部、中でも
後端板部の上部には、給気口２６を形成し、この給気口２６に給気ダクト２５の上端部を
連通させている。
【００２０】
　以上の、ダクト継手２２、排気ダクト１９（上部排気ダクト１９ａ、後部排気ダクト１
９ｂ）、ユニットケース１１の凝縮器１４及び蒸発器１６を通る風路、送風ファン１０の
ケーシング１０ａ、ダクト継手２４、給気ダクト２５により、水槽３の排気口２３と給気
口２６とを接続する通風路２７を構成している。なお、ドラム６には、後壁部に図示しな
い通風孔群をドラム６の回転方向に環状に形成しており、給気口２６からはその通風孔群
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を通して給風するようにしている。
【００２１】
　図４は、通風路２７を前記ヒートポンプ１７と併せて概略的に示しており、この通風路
２７に、風上側から順に蒸発器１６、凝縮器１４、及び送風ファン１０が位置している。
更に、図４には、排気ダクト１９内に設けた排気温度センサ２８、並びに給気ダクト２５
内に設けた給気温度センサ２９をも示している。
　そのほか、図示しないが、洗濯乾燥機の運転全般を制御する例えばマイコンを主体とす
る制御装置を有している。
【００２２】
　次に、上記構成の洗濯乾燥機の作用を述べる。
　上記構成の洗濯乾燥機では、標準的な運転コースが開始されると、図示しない制御装置
により、洗濯行程、脱水行程、及び乾燥行程が順に実行される。
　洗濯行程には、洗い運転とすすぎ運転とがあり、そのうちの洗い運転では、図示しない
給水装置により水槽３内からドラム６内に給水する動作が行われ、続いて、モータ５が作
動されることにより、ドラム６が地球の重力の加速度より小さな遠心力を発生する、すな
わち遠心力が地球の重力の加速度未満となる例えば４０～６０〔ｒｐｍ〕程度の低速度で
正逆両方向に交互に回転される。特には、この場合、ドラム６は４７〔ｒｐｍ〕の速度で
回転されるものであり、これにより、ドラム６に収容された衣類が、ドラム６内の上部に
持ち上げられてから落下されるということを繰返して撹拌され、洗浄される。その後、図
示しない排水弁が開放されて、ドラム６内及び水槽３内の水が機外に排出される。
【００２３】
　すすぎ運転では、上記洗い運転と同様の動作が行われるものであり、それにより、洗い
後の衣類がすすがれる。
　脱水行程では、ドラム６が一方向に高速回転され、それによって洗濯後の衣類が遠心脱
水され、同時に上記排水弁が開放されて、脱水によりドラム６内から排出された水が機外
に排出される。
【００２４】
　乾燥行程では、ドラム６が洗濯行程と同様の、遠心力が地球の重力の加速度未満となる
例えば４０～６０〔ｒｐｍ〕程度の低速度で回転されつつ、送風ファン１０が作動される
。この送風ファン１０の作動で、ドラム６内の空気が、水槽３の排気口２３からダクト継
手２２及び排気ダクト１９を順に通して水槽３外に出される。この水槽３外に出された空
気は、その後、ユニットケース１１の凝縮器１４及び蒸発器１６を通る風路、送風ファン
１０、ダクト継手２４、給気ダクト２５を順に通して、すなわち通風路２７を通して、水
槽３の給気口２６から水槽３内に吹き込まれ、そしてドラム６の後壁部の通風孔群を通し
てドラム６内に戻す循環が行われる。
【００２５】
　又、このときには、ヒートポンプ１７の圧縮機１３の作動が開始される。これにより、
ヒートポンプ１７に封入された冷媒が圧縮機１３で圧縮されて高温高圧の冷媒となり、そ
の高温高圧の冷媒が凝縮器１４に流れて、ユニットケース１１内の凝縮器１４及び蒸発器
１６を通る風路の空気と熱交換する。その結果、ユニットケース１１内の凝縮器１４に接
触する空気が加熱され、反対に、冷媒の温度は低下して液化される。この液化された冷媒
が、次に、絞り弁１５を通過して減圧された後、蒸発器１６に流入し、気化する。それに
より、ユニットケース１１内の蒸発器１６に接触する空気が冷却される。この蒸発器１６
に接触する空気を冷却することでその熱を奪った冷媒は、その後、圧縮機１３に戻る。
【００２６】
　これらにより、前記送風ファン１０の作動によって水槽３内から前記通風路２７中のユ
ニットケース１１内の凝縮器１４及び蒸発器１６を通る風路に流入した空気は、蒸発器１
６で冷却されて除湿され、その後に凝縮器１４で加熱されて温風化される。そして、その
温風が通風路２７の後段（給気ダクト２５）を通して水槽３の給気口２６から水槽３内に
吹き込まれ、そしてドラム６後壁部の図示しない通風群を通しドラム６内に吹き込まれて
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供給される。従って、通風路２７と送風ファン１０及びヒートポンプ１７の凝縮器１４は
、温風供給装置３０として機能するものである。
【００２７】
　ドラム６内に送り入れられた温風は、ドラム６内の衣類と接触してその水分を奪い、そ
の後に水槽３の排気口２３から通風路２７の前段（排気ダクト１９）を経てユニットケー
ス１１内の凝縮器１４及び蒸発器１６を通る風路に流入する。
　このようにして、ユニットケース１１内の凝縮器１４及び蒸発器１６を通る風路とドラ
ム６を有する水槽３内との間を空気が循環することにより、ドラム６内の衣類が漸次乾燥
される。
【００２８】
　さて、この乾燥行程において、ドラム６が洗濯行程と同様の、遠心力が地球の重力の加
速度未満となる例えば４０～６０〔ｒｐｍ〕程度の低速度で回転されることは既述のとお
りであるが、特には、この場合、洗濯行程より若干遅い４５〔ｒｐｍ〕の速度で回転され
る。そして、このときのドラム６の回転は１回転未満、特には回転角度で９０～２７０度
、中でも１８０度角に定めており、それを例えば時計回りの正転と反時計回りの逆転とで
交互に繰返すモード（以下、モードＡと称す）と、１回転以上の回転をするモード（以下
、モードＢと称す）とを交互に行うようにしている。なお、モードＡでのドラム６の正転
及び逆転間並びに逆転及び正転間の各停止は、モータ５の正端子と負端子との間を短絡さ
せることで生じる逆起電圧によりモータ５を素早く止める短絡制動による強制停止として
いる。
【００２９】
　すなわち、この乾燥行程（乾燥運転時）においては、ドラム６を、遠心力が地球の重力
加速度未満となる速度で、１回転未満の正転と１回転未満の逆転とを繰返すモードＡと、
１回転以上の回転をするモードＢとを交互に実行するようにしている（図１参照）。この
場合、モードＡの各実行時間は例えば５分間であり、モードＢの各実行時間はそれより短
い例えば１分間であるが、それに限られるものではなく、適宜調整して実施することがで
きる。又、モードＢには正転と逆転があり、それを例えばモードＡを挟んで交互に繰返す
ようにしている。但し、このモードＢは正転及び逆転のいずれか一方のみを行うものであ
っても良い。
【００３０】
　図５は、この実行するモードＡ及びモードＢのうちの、モードＡにおける衣類の動きを
示しており、同図の（ａ）に示すように、ドラム６が停止して衣類がドラム６内の底部に
位置する状態から、同図の（ｂ）に示すように、ドラム６が１回転未満の正転（この場合
、矢印Ｘで示す時計回り）をすることにより、衣類がドラム６内の上部に時計回りに持ち
上げられ、ほゞ頂部に達してから、反転されて落下される。同図の（ｃ）は、落下した衣
類が、ドラム６の停止により、ドラム６内の底部に位置した様子を示しており、同図の（
ａ）に示した状態とは左右が逆の態様である。
【００３１】
　次いで、同図の（ｄ）に示すように、ドラム６が１回転未満の逆転（この場合、矢印Ｙ
で示す反時計回り）をすることにより、衣類がドラム６内の上部に反時計回りに持ち上げ
られ、ほゞ頂部に達してから、反転されてドラム６内の底部に落下される。このとき、落
下した衣類が、ドラム６の停止により、ドラム６内の底部に位置する様子は、同図の（ａ
）に示した状態と同じ態様である。
　以下、ドラム６が１回転未満の正転と１回転未満の逆転とを繰返すごとに、上述の衣類
の動きが繰返される。
【００３２】
　これに対して、図６は、モードＢにおける衣類の動きを示しており、同図の（ａ）に示
すように、ドラム６が停止して衣類がドラム６内の底部に位置する状態から、ドラム６が
１回転以上の例えば正転（矢印Ｘ）をすることにより、同図の（ｂ）～（ｄ）に示すよう
に、衣類がドラム６内の上部に持ち上げられ、ほゞ頂部に達してから、反転されて落下さ
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れる動きが繰返される。
　このモードＢは、ドラム６の逆転についても同様に行われるもので、この逆転での衣類
の動きは、回り方向が反対で、ドラム６内の上部に持ち上げられ、ほゞ頂部に達してから
、反転されて落下される動きが繰返される点は上述と同じである。
【００３３】
　このように本実施形態のものは、乾燥運転時に、ドラム６を、遠心力が地球の重力加速
度未満となる速度で、１回転未満の正転と１回転未満の逆転とを繰返すモードＡと、１回
転以上の回転をするモードＢとを交互に実行するようにしており、そのうちのモードＡに
よって、衣類が絡み少なく撹拌されるようになり、衣類が強く絡むことによる深いしわの
発生を避けることができる。しかも、この場合、ドラム６の回転速度は、遠心力が地球の
重力加速度未満となる速度であって、前記特許文献１、２に記載のもののような、衣類を
ドラム６の内周面に貼り付かせる速度ではないので、そのドラム６の内周面への衣類の貼
り付きによるしわも発生することができる。このようにして、従来のものの、衣類にしわ
が発生しやすいという問題点を充分に解決することができるものである。
【００３４】
　そして、モードＢでドラムの１回転以上の回転をするモードを実行することにより、衣
類の伸びが多くなって、温風と衣類との接触が多くなり、乾燥効率が良くなるので、乾燥
終了までの時間が短く済むようになる。又、衣類の伸びが多くなることにより、小さなし
わの発生を防止できるようになる。更に、温風と衣類との接触が多くなることにより、乾
燥むらの発生も少なくなる。
【００３５】
　図７、図８は、このモードＡ，Ｂによる効果をグラフにして表しており、図７で、モー
ドＡが、衣類を伸ばす効果が少ないものの、衣類をほぐす（絡まり少なく撹拌する）効果
に優れ、モードＢが、衣類をほぐす効果が少ないものの、衣類を伸ばす効果に優れること
を表しており、図８で、モードＡよりモードＢが衣類の乾燥速度が高いことを表している
。これらの優れた点を合わせたものが本実施形態の洗濯乾燥機（衣類乾燥機）であると言
える。
【００３６】
　以上に対して、図９ないし図１１は第２及び第３の実施形態を示すもので、それぞれ、
第１の実施形態と同一の部分には同一の符号を付して説明を省略し、異なる部分について
のみ述べる。
【００３７】
　［第２の実施形態］
　図９に示す第２の実施形態においては、モードＡとモードＢとを交互に実行するのを、
乾燥運転の所定の段階Ｆから開始するようにしている。この乾燥運転の所定の段階Ｆは、
衣類の乾燥の進行度合で定めるものであり、例えば衣類の乾燥率が例えば８０〔％〕に達
した時点であって、それ以前は乾燥運転の開始から通常の動作である、主としてモードＢ
のみを実行するようにしている。
【００３８】
　又、この場合の衣類の乾燥率の判断は、前記排気温度センサ２８及び給気温度センサ２
９の検知結果から判断する衣類の乾燥率の変化により行うようにしているが、それに代え
て、時間の経過や、図示しない排気湿度センサ及び給気湿度センサの検知結果から判断す
る除湿量の変化、前記モータ５の回転数（負荷）から判断する衣類重量の変化、前記排気
温度センサ２８及び給気温度センサ２９の検知結果から判断する温度の変化等により行う
ようにしても良い。
【００３９】
　しわ(特にシャツの袖部分のしわ)の少ない乾燥を行うには、乾燥の運転に応じた乾燥制
御を実行することが重要である。衣類の乾燥を行うとき、衣類にしわが付いても、衣類に
水分が多く残っていて撹拌をしているうちにしわが取れる運転区間は重要ではない。重要
なのは、乾燥運転が進んで衣類にしわが付いた状態で乾燥が進行した場合に、しわが固定
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されやすく仕上がり具合の悪い乾燥となりやすいので、この区間をどのように乾燥させる
かである。
【００４０】
　そこで、この第２の実施形態では、モードＡとモードＢとを交互に実行するのを、乾燥
運転の所定の段階Ｆから開始するようにしているのであり、特にその乾燥運転の所定の段
階Ｆは、衣類の乾燥の進行度合で定めるようにしている。これにより、衣類にしわが固定
されやすい運転区間（後期：Ｆ以後）でしわが深く固定されるのを回避しながらの乾燥運
転ができるようになる。又、乾燥運転の前期（Ｆ以前）には、モードＡの実行を避けて、
主にモードＢのみを実行することにより、乾燥性能を良好に確保することができ、乾燥終
了までの時間が長延化することを避けることができる。
【００４１】
　［第３の実施形態］
　図１０に示す第３の実施形態においては、モードＡとモードＢとを交互に実行するのを
、乾燥運転の終了間際の所定の段階Ｇまでとし、その後の乾燥運転の終了まで通常の動作
である、主としてモードＢのみを実行するようにしている。この場合、モードＡとモード
Ｂとの交互の実行をし終える所定の段階Ｇは、例えば衣類の乾燥率が９８〔％〕など、１
００〔％〕に近いレベルに達した段階であって、それ以前は、上記第２の実施形態と同じ
運転を行うようにしている。
【００４２】
　又、この場合の衣類の乾燥率の判断も、前記排気温度センサ２８及び給気温度センサ２
９の検知結果から判断する衣類の乾燥率の変化により行うようにしているが、それに代え
て、時間の経過や、図示しない排気湿度センサ及び給気湿度センサの検知結果から判断す
る除湿量の変化、前記モータ５の回転数（負荷）から判断する衣類重量の変化、前記排気
温度センサ２８及び給気温度センサ２９の検知結果から判断する温度の変化等により行う
ようにしても良い。
【００４３】
　衣類の乾燥率がほゞ１００〔％〕となる乾燥終了間際で衣類に残っているしわをドラム
６の動作で改善することは、衣類のしわを手だけで延ばしてもなくならないのと同様で、
期待することができない。すなわち、その時期にモードＡとモードＢとを交互に実行して
も充分な効果は期待することができない。それに対して、主にモードＢを実行すれば、前
述の、図７に示したように衣類の伸びが期待できるので、乾燥終了間際以後は主にモード
Ｂを実行して衣類の延びを促進する。これにより、最終的に衣類のしわを伸ばして目立た
なくさせる効果が得られるので、仕上がりを良くすることができる。
【００４４】
　又、この場合、衣類がほゞ乾燥しているので、衣類の絡みも少なく、衣類のしわ伸ばし
に一層効果があると共に、乾燥効果も良くなる。図１１は、ドラム６の回転による衣類の
絡みやすさを、衣類の乾燥度合の違い別に表しており、衣類が濡れているときよりも乾燥
しているときの方が衣類が絡みにくいことを表していて、これにより衣類のしわ伸ばしに
効果が得られると共に、乾燥効果も良くなるのである。
【００４５】
　なお、以上の洗濯乾燥機（衣類乾燥機）において、温風の生成はヒートポンプによらず
、電気ヒータによるものであっても良い。又、洗濯、脱水機能もなくても良い。更に、ド
ラム６の周側部にバッフル６ａを複数設けたものを例示したが、これはドラム６の回転に
よる遠心力が地球の重力加速度未満である状況下で衣類を持ち上げるのに有効であるから
であるが、乾燥中の衣類は湿っていてドラム６の内面との摩擦が大きく、そのままでも持
ち上がるため、バッフル６ａは必ずしも必要ない。
【００４６】
　そのほか、本発明の幾つかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提
示したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態
は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で
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、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明
の範囲や要旨に含まれると共に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含
まれる。
【符号の説明】
【００４７】
　図面中、５はモータ（ドラム駆動装置）、６はドラム、３０は温風供給装置を示す。

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】

【図１１】



(12) JP 6034085 B2 2016.11.30

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００８－２２８４２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５７－０８１３８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１６４６９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１９４２５９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２４４９７９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｄ０６Ｆ　　５８／２８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

